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（平成○○年○月末現在） ○○○人 ○○○人 ○○○人

新入会員募集中!!
ご紹介いただいた会員の方に粗品をプレゼント

入会者をご紹介ください。入会受付時に紹介した会員の氏名を書いて
いただきますので、必ずご記入するようにお伝えください。

（粗品をリニューアルしました。）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
国
（
厚
生
労
働
省
）・
東
京
都
・

昭
島
市
の
行
政
の
連
携
と
医
師
会
等
の
医
療
関
係
者

の
尽
力
に
よ
り
接
種
率
も
上
が
り
新
規
感
染
者
数
も

以
前
と
比
べ
る
と
下
が
る
傾
向
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
マ
ス

コ
ミ
の
報
道
等
に
よ
り
ま

す
と
、
感
染
に
よ
り
医
療

機
関
へ
の
入
院
を
待
つ
自

宅
療
養
者
は
減
ら
ず
、
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更

に
重
症
者
に
対
応
す
る
医

療
も
逼
迫
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
い
ま
だ
安
心

は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
私
達
が
日
常
生
活
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
業
務
等
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
な
い
、
さ
せ
な
い
た
め
の
注
意
を
自
ら

喚
起
す
る
た
め
に
、
国
（
厚
生
労
働
省
）、
東
京
都

及
び
昭
島
市
か
ら
次
の
よ
う
な
事
項
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

参
考
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◎
国
（
厚
生
労
働
省
）
よ
り
（
Ｑ
＆
Ａ
）

Ｑ　

�

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
後
も
、
マ
ス
ク
は
必

要
で
す
か
？

Ａ　

�

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
接
種
し
た

人
の
発
症
を
予
防
す
る
効
果
だ
け
で
な
く
、

感
染
を
予
防
す
る
効
果
も
示
唆
す
る
デ
ー
タ

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
効
果
は
１
０
０
％
で
は
な
い
た
め
、
引

き
続
き
感
染
予
防
対
策
（
３
密
：
密
閉
・
密

集
・
密
接
の
回
避
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
石
鹸

に
よ
る
手
洗
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
消
毒

の
励
行
）
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
に
よ
り
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
に
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

Ｑ　

�

接
種
後
に
発
熱
し
た
状
態
で
人
と
会
っ
た
場

合
、
周
り
の
人
を
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

�

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
る
発
熱
は
免
疫
反
応

で
起
き
る
も
の
で
あ
り
、ワ
ク
チ
ン
が
原
因

で
周
り
の
人
に
感
染
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

た
だ
し
、同
じ
時
期
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
い
た
場
合
は
、周
り
の
人
に

感
染
さ
せ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。（
ワ
ク
チ

ン
に
は
ウ
イ
ル
ス
自
体
が
含
ま
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、接
種
し
て
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。）

※�

詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
Q
＆
A
」
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

◎
昭
島
市
よ
り

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
等
の

ポ
イ
ン
ト
】

Ⅰ　

基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
実
施

（
１
）�

マ
ス
ク
を
着
用（
ウ
イ
ル
ス
を
移
さ
な
い
）

（
２
）�

人
と
人
と
の
距
離
を
確
保
（
１
ｍ
を
目
安

に
）

（
３
）�

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
次
の
５
つ
の
場
面

で
の
注
意

　

①
飲
食
を
伴
う
懇
親
会
等

　

②
大
人
数
や
長
時
間
に
及
ぶ
飲
食

　

③
マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

　

④
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

　

⑤
居
場
所
の
切
り
替
わ
り

（
４
）�

感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
な
が
ら
会
食
を
楽
し

む
工
夫

　

①
三
密
を
避
け
る

　

②
大
声
を
出
さ
な
い

Ⅱ　

換
気
へ
の
心
が
け

　

�

換
気
扇
な
ど
に
よ
る

常
時
換
気
を

　

�

換
気
扇
が
設
置
さ
れ

て
な
い
場
合
は
、
常

時
窓
開
け
等

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で

更
な
る
注
意
喚
起
を
！
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Ⅲ　

適
度
な
加
湿

（
１
）�

換
気
し
な
が
ら
加
湿
を
（
加
湿
器
使
用
や

洗
濯
物
の
室
内
干
し
）

（
２
）
こ
ま
め
な
拭
き
掃
除
を

※�

詳
細
は
昭
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
」

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就
業
中
に
注
意
す
る
こ
と

コ
ロ
ナ
禍
中
で
す
の
で
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し

て
い
て
も
、
就
業
時
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
必
ず
厳

守
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
庭
内
に
入
る
時
は
お

客
様
に
も
マ
ス
ク
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い

し
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
濃
厚
接
触
者
に
な
っ
た
場
合
や
、
本

人
に
コ
ロ
ナ
の
陽
性
反
応
が
出
た
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
0
4
2
︲
5
4
4
︲
7
0
6
0
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

つ
つ
じ
が
丘　
清
水　
武

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
時
に
は
「
広
報
・
メ
デ
ィ
ア
」

だ
っ
た
が
コ
ロ
ナ
で
状
況
が
変
わ
り
晴
海
の
選
手
村

に
配
属
と
な
っ
た
。
昭
島
か
ら
新
宿
、
大
江
戸
線
に

乗
り
換
え
勝
ど
き
駅
で
下
車
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
の

入
り
口
ま
で
徒
歩
20
分
。
家
を
出
て
か
ら
2
時
間
あ

ま
り
。

任
務
は
朝
7
時
か
ら
夜
11
時
ま
で
が
前
半
と
後
半

と
に
組
ま
れ
て
い
た
。
最
初
の
3
日
間
は
村
内
の
備

品
の
チ
ェ
ッ
ク
を
担
当
。
自
分
の
場
合
は
選
手
が
蚊

に
食
わ
れ
な
い
よ
う
に
電
池
式
の
蚊
取
り
線
香
を
各

棟
の
入
り
口
付
近
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
に
置
い
て

歩
い
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
関
連
の
キ
ッ
ト
が
選
手
の
手

元
に
届
く
よ
う
に
手
配
。
仕
事
が
ら
選
手
の
部
屋
に

入
っ
た
国
は
ア
フ
リ
カ
中
央
部
の
ザ
イ
ー
ル
と
西
イ

ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
だ
っ
た
。

続
い
て
受
付
担
当
が
任
務
の
時
は
ホ
テ
ル
の
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
み
た
い
な

活
動
だ
っ
た
。
バ
ス
タ
オ

ル
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
の
受
け
渡
し
な
ど
も
あ

り
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
か
ら

選
手
の
国
名
が
分
か
る
と

「
頑
張
っ
て
ね
！
」
と
そ

の
国
の
言
葉
で
声
を
か
け

た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
モ
ッ

ト
ー
は
「
私
は
輝
く
」
だ
っ
た
。
加
齢
と
共
に
忘
れ

衰
え
て
い
く
語
学
力
を
維
持
す
る
た
め
に
事
前
に
英

語
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
復
習
に
も
励
ん
だ
。
そ
れ
に
1

日
約
８
０
０
０
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
週
1
回
の
水

泳
で
体
力
作
り
。

村
内
の
道
路
の
両
側
に
は
各
国
国
旗
が
は
た
め

き
、
14
～
18
階
建
て
の
計
21
棟
の
窓
辺
や
壁
、
ベ
ラ

ン
ダ
に
も
国
旗
や
国
名
が
賑
や
か
に
貼
ら
れ
カ
ラ
フ

ル
で
ま
さ
に
「
世
界
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
」
と

の
感
だ
っ
た
。
２
０
５
カ
国
地
域
か
ら
の
選
手
の
ど

真
ん
中
に
い
た
こ
と
を
貴
重
な
経
験
と
し
て
未
来
に

活
か
し
て
い
き
た
い
。

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

選手村の一角で海外選手に撮ってもらう（写真は本人）
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７
月
定
例
理
事
会
（
み
な
し
決
議
）

理
事
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
の
た
め
、
書
面
で
議
決
を
行
う
「
み
な
し
決

議
」
の
手
続
き
が
取
ら
れ
ま
し
た
。
理
事
か
ら
は
同

意
書
、
監
事
か
ら
は
確
認
書
が
返
送
さ
れ
、
全
員
異

議
な
く
、
７
月
分
理
事
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・�

会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
（
男
性
３
名
、
女
性

２
名
計
５
名
）

・�

就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
（
８
件
、

延
27
名
）

・�

議
案
を
承
認
可
決
す
る
旨
の
理
事
会
の
「
み
な
し

決
議
」
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
日
を
令
和

３
年
７
月
26
日
と
す
る
件
に
つ
い
て

　

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・�

総
務
部
会
よ
り
正
副
部
会
長
の
互
選
に
つ
い
て
、

　

部
会
長　

栗
原
輝
雄
、
副
部
会
長　

石
合　

進

・�

事
業
部
会
よ
り
正
副
部
会
長
の
互
選
に
つ
い
て
、

　

部
会
長　

三
浦
武
男
、
副
部
会
長　

藤
森
睦
夫

・�

安
全
管
理
委
員
会
よ
り
正
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て
、

委
員
長　

佐
々
木
省
吾
、
副
委
員
長　

和
智　

孝

・�

広
報
委
員
会
よ
り
正
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て
、

　

委
員
長　

渡
邉
一
男
、
副
委
員
長　

山
本
晴
子

　

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
定
例
理
事
会
（
み
な
し
決
議
）

8
月
は
、
7
月
と
同
様
に
行
い
、
全
員
異
議
な
く
、

８
月
分
理
事
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・�

会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
（
男
性
７
名
、
女
性

５
名
計
12
名
）

・�

就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
（
２
０
１

件
、
延
９
６
４
名
）

・�

7
月
同
様
、
そ
の
日
を
令
和
３
年
８
月
30
日
と
す

る
件
に
つ
い
て

　

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・�

総
務
部
会
よ
り
９
月
開
催
予
定
の
理
事
・
地
域
班

長
全
体
会
議
は
中
止
と
決
定
し
た
。

・�

パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
よ
り
正

副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て
、

　

�

委
員
長　

藤
森
睦
夫
、
副
委
員
長　

戸
田
治
夫

・�

第
12
回
定
時
総
会

の
開
催
日
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
６

月
17
日
に
開
催
予

定

　
�

な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

９
月
定
例
理
事
会（
み

な
し
決
議
）

9
月
は
、
7
月
と

同
様
に
行
い
、
全
員

異
議
な
く
、
９
月
分

理
事
会
は
成
立
し
ま

し
た
。

議
決
事
項
よ
り
一
部

抜
粋

・�

会
員
の
入
会
承
認

に
つ
い
て
（
男
性

８
名
、
女
性
４
名

計
12
名
）

・�

就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
（
12
件
、

延
12
名
）

・��

7
月
同
様
、
そ
の
日
を
令
和
３
年
９
月
27
日
と
す

る
件
に
つ
い
て

　

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・�

新
任
理
事
研
修
に
つ
い
て

　

当
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室
で
、
国
分
寺
労
政
会
館

で
行
わ
れ
た
研
修
会
に
リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
福
田
理
事
、
足
立
理
事
、
田
中
理
事
、

清
水
理
事
。

　

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

昭島市シルバー人材センター　地域班長名簿
各地域でご活躍いただいています。会員の皆さんよろしくお願いいたします。

令和3年10月１日現在
地　区　名 地 域 班 名 地域班長 地 域 班 名 地域班長

昭和中学校
地　区

東町１班 守重　邦昭 福島町北部班 大矢　敬一
東町２班 奥平　裕行 中神町昭和１班１ 笹田　和夫
玉川町１班 岩田　　隆 中神町昭和１班２ 花田　律子
玉川町２班 飯島　正美 中神町昭和２班１ 山川　洋子
玉川町４班 齋藤　　明 中神町昭和２班２ 森　信子

 福島中学校
地　区

郷地町１班 八巻稜嘉子 福島町南部２班 前島　秀朗
郷地町２班 蛇口　　隆 中神町福島班 柳瀬　滋治
福島町南部１班 薬袋孝次郎

瑞雲中学校
地　区

中神町瑞雲１班 田中　敏英 つつじが丘１班２ 山口　明男
中神町瑞雲２班 織部　伸彦 つつじが丘２班１ 佐野　正夫
武蔵野班 丹藤　昌和 つつじが丘２班２ 富岡　　隆
つつじが丘１班１ 土屋　　徹 宮沢町瑞雲班 石川　正夫

清泉中学校
地　区

中神町清泉班 石原　浩二 上川原町１班 糟谷　修子
朝日町１班 伊藤　清文 上川原町２班 倉知　　透
朝日町２班１ 桑原　　誠 宮沢町１班 菅原　文夫
朝日町２班２ 善養寺　裕 宮沢町２班 長澤　邦雄
朝日町３班 中島　貞子 大神町１班 小林せつ子
昭和町１班 堀　　賀雄 大神町２班 奥田　廣二
昭和町２班 大島　孝男 松原町清泉班 清水　英男

拝島中学校
地　区

田中町拝島班 山口　　勝 松原町拝島１班 網野　和子
緑町１班 山本　武利 松原町拝島２班 遠藤　利夫
緑町２班 北川　正治 美堀町１班 木村　富雄
緑町３班 山田　聖三 美堀町２班 武田喜美代
緑町４班 生沼登美子 美堀町３班 栗田　　勝
緑町５班 平野　芳夫

多摩辺中学校
地　区

田中町多摩辺１班 及川　　健 拝島町２班 早野　　登
田中町多摩辺２班 佐藤　　司 拝島町３班１ 三輪　清武
拝島町１班 石川　勝司 拝島町３班２ 伊藤　宏一

シルバーあきしま令和3年秋季号 令和3年11月1日発行
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安
全
管
理
委
員
長　
佐
々
木　
省
吾

今
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
続
く
中
、
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
の
不
安
を
感
じ
な
が

ら
、
社
会
生
活
を
継
続
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
感
染
予
防
対

策
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

ま
ず
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
経
路
は
、
飛
沫
、

接
触
、
空
気
か
ら
侵
入
し
て
き
ま
す
の
で
、
手
洗
い
、

手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
基
本
で
す
。
次
に
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
重
要
で
す
。
特
に
自
身
の
免
疫
力

を
あ
げ
る
た
め
、
日
々
の
健
康
管
理
が
大
切
で
す
。

自
分
の
平
熱
を
知
る
、
一
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
と
る
、
十
分
な
睡
眠
時
間
の
確
保
を
す
る
、

適
度
な
運
動
を
す
る
、
な
ど
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
自
分
が
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
完
了
し
て
い

て
も
、
周
囲
の
人
々
は
未
接
種
で
あ
る
こ
と
、
同
居

の
家
族
や
友
人
は
接
種
し
て
い
る
の
か
、
外
出
時
に

近
く
に
居
る
人
は
未
接
種
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
警
戒
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
コ
ロ
ナ
か

ら
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
、
こ
れ
は
他
人
の
命
を
守

る
こ
と
に
も
繋
が
り
、
ま
た
自
分
の
命
を
守
れ
な
い

と
家
族
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。感

染
拡
大
防
止
は
一
人
一
人
の
自
覚
と
理
解
が
重

要
で
す
。
一
日
も
早
く
平
常
の
生
活
が
戻
っ
て
く
る

事
を
期
待
し
願
っ
て
お
り
ま
す
。

テ
ー
マ
「
高
齢
者
の
自
転
車
事
故
防
止
」

今
回
は
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
28
名
、
73
作
品
の

中
か
ら
３
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　☆

最
優
秀
賞　

中
神
町　

足
立　

益
幸

「
目
配
り　

気
配
り　

安
全
運
転
」

☆
優
秀
賞　
　

緑
町　

戸
田　

治
夫

「
気
の
ゆ
る
み　

う
っ
か
り
ぼ
ん
や
り　

命
取
り
」

☆
優
秀
賞　
　

武
蔵
野　

中
村　

篤
夫

「
自
転
車
も　

譲
る
ゆ
と
り
が　

身
を
守
る
」

毎
年
安
全
就
業
標
語
の
表
彰
式

や
、
安
全
就
業
体
験
発
表
、
転
倒

予
防
体
操
や
体
力
測
定
を
行
っ
て

い
た
安
全
就
業
推
進
大
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

会
員
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
ご
自
身

で
転
倒
予
防
体
操
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
今
の
体

力
を
維
持
さ
せ
、
事
故
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

共
成
小
学
校
編　
　

郷
地
町　

藤
尾　

敦

今
日
一
日
が
終
っ
た
喜
び
を
体
に
表
し
て
帰
宅
す

る
子
ど
も
た
ち
。

校
門
に
は
パ
ト
・
ボ
ラ
の
人
た
ち
が
子
ど
も
た
ち

の
帰
り
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
多
い
道
路
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
注

意
し
な
が
ら
。

「
さ
よ
う
な
ら
」の
言
葉
に「
さ
よ
う
な
ら
」、「
ジ
ャ

ン
ケ
ン
ポ
ン
」
等
々
。

中
に
は
、「
お
じ
さ
ん
、
元
気
で
ね
」
と
、
気
遣
っ

て
く
れ
る
子
も
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
可
愛
い
子
ど
も

た
ち
が
、
安
心
し
て
登
下
校
が
出
来
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

春
に
、
下
校
の
子
ど
も
が
不
審
者
に
声
を
か
け
ら

れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
力
を
結
集
し
て
、
安
心
し
て
登
下
校
の

出
来
る
町
作
り
。
パ
ト
・
ボ
ラ
軍
団
も
、
子
ど

も
の
安
全
を

見
守
っ
て
頑

張
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
一

人
で
も
多
く

の
方
に
地
域

の
た
め
に
パ

ト
・
ボ
ラ
参

加
を
お
願
い

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て

安
全
就
業
推
進
大
会
　
中
止
の
お
知
ら
せ

パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

写真右が藤尾会員

シルバーあきしま令和3年秋季号 令和3年11月1日発行
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玉
川
町　

佐
藤　

和
仁

８
月
か
ら
、
平
日
の
午
前
中
に
、
給
水

ス
ポ
ッ
ト
の
清
掃
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

飲
料
水
を
提
供
す
る
設
備
で
す
の
で
、

短
時
間
で
終
わ
る
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、

毎
回
丁
寧
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
給
水
ス
ポ
ッ
ト
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
マ
イ
ナ
ス
１
運
動
」
の
推
進
と
、
安
全

で
お
い
し
い
「
あ
き
し
ま
の
水
」
Ｐ
Ｒ
の

為
に
設
置
さ
れ
た
と
の
事
で
す
が
、
水
道

水
が
無
料
で
提
供
さ
れ
る
だ
け
な
の
で
、

個
人
的
に
は
「
利
用
す
る
人
が
い
る
の
か

な
？
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
清
掃
作
業
を
始
め
よ
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
利
用
者
が
来
て
、
持
参

し
た
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て
持
ち
帰
ら
れ

る
と
い
う
事
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。　

「
自
宅
の
水
道
水
よ
り
お
い
し
か
っ
た
」

と
の
声
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
だ
ご
利
用
に
な
っ
て
い
な
い
方
も
、

ぜ
ひ
使
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

緑
町　

森
谷　

旭

運
動
場
や
立
派

な
遊
具
が
あ
る

「
エ
コ
・
パ
ー
ク
」

の
公
園
管
理
で
、

鍵
開
け
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
放
送
管
理
、
草

刈
、
落
ち
葉
や
施
設
の
清
掃
、
運
動
場
予

約
受
付
等
、
様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
近
隣
の
小

学
校
・
児
童
が
毎
年
行
う
菜
の
花
、
ヒ
マ

ワ
リ
、
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
、
花
植
え
を

行
う
準
備
や
後
片
付
け
を
行
い
ま
す
。　

公
園
利
用
の
「
注
意
事
項
等
」
の
看
板

は
限
定
し
た
場
所
の
み
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
利
用
者
が
自
覚
と
責

任
を
も
っ
て
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
下
さ
い

と
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
皆
様
こ
の
問
い

か
け
の
趣
旨
を
尊
重
し
守
ら
れ
て
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
事
故

も
な
く
、
全
体
の
雰
囲
気
も
良
い
状
態
が

保
た
れ
て
い
ま
す
。

園
内
は
梅
や
何
種
類
も
の
桜
が
咲
き
、

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
、虫
が
鳴
き
、鳥
の
さ

え
ず
り
、自
然
と
語
り
合
い
、季
節
感
を
味

わ
い
つ
つ
、
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
心
身
充
実
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

同
感
さ
れ
、
身
体
に
自
信
の
あ
る
方
、

家
庭
で
の
一
杯
を
美
味
し
く
さ
れ
た
い
方

は
、
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

中
神
町　

鈴
木　

美
代
子

皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。私
が
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
お
世
話
に
な
っ
て
６
～

７
年
に
な
り
ま
す
。
お
か
げ
様
で
仕
事
に

恵
ま
れ
、今
回
はE-core

さ
ん
の
「
シ
ー

ル
貼
り
」
と
い
う
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
ま
た
楽
し
く
て
何
せ
大
勢
の
人

た
ち
が
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
午

前
・
午
後
に
分
か
れ
、
自
分
の
都
合
の
良

い
日
に
週
２
回
、
８
名
の
チ
ー
ム
で
働
い

て
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
会
員
の
「
元
気
で
陽
気
」
な

人
た
ち
と
仕
事
が
で
き
る
の
も
幸
せ
で

す
。
誰
に
で
も
出
来
る
簡
単
で
単
純
な
作

業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
仕
事
で
す

の
で
「
き
ち
ん
と
正
確
」
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
緊
張
が
ま
た
心
地
よ

く
少
し
で
も
「
フ
レ
イ
ル
防
止
」
に
な
る

と
よ
い
の
で
す
が
・
・
・

自
分
に
と
り
ま
し

て
皆
さ
ん
と
知
り
合
え

た
新
鮮
な
半
年
間
で
し

た
。
楽
し
か
っ
た
の
で

ま
た
、
お
会
い
で
き
る

と
い
い
で
す
ね
。

E-core

様
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
お

仕
事
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宮
沢
町　

徳
富　

博
信

こ
こ
で
は
、
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域

に
駐
車
し
た
自
転
車
や
自
転
車
等
駐
車
場

で
の
一
時
利
用
の
長
期
駐
車
、
期
限
切
れ

の
定
期
利
用
自
転
車
な
ど
を
保
管
し
て
い

ま
す
。
市
・
土
地
区
画
整
理
事
業
用
地
に

就
業
場
所
が
あ
り
ま
す
。

業
務
は
毎
日
搬
入
さ
れ
る
自
転
車
に
番

号
札
の
取
付
け
、
防
犯
登
録
番
号
、
車
体

番
号
、種
類
な
ど
を
台
帳
へ
記
載
し
た
後
、

市
役
所
へ
デ
ー
タ
送
信
を
す
る
。
引
取
り

に
来
所
し
た
所
有
者
の
返
還
申
請
書
（
有

料
・
免
除
）
受
理
、
確
認
を
す
る
。
盗
難

の
申
し
出
に
係
る
警
察
へ
の
問
合
せ
、
事

実
確
認
を
す
る
。
返
還
す
る
自
転
車
の
所

有
者
又
は
引
取
り
人
の
確
認
を
し
、
現
物

の
引
渡
し
を
す
る
。
保
管
料
の
徴
収
を
す

る
な
ど
で
す
。

近
年
、搬
入
数
が
減
少
し
て
い
る
反
面
、

自
転
車
盗
難
の
被
害
に
よ
る
問
合
せ
、
確

認
の
た
め
の
来
所
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

当
保
管
所
で
は
、
来
所
者
に
対
し
「
必
ず

鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
」
と
一
声
呼
び
掛
け

て
、
就
業
し
て
い
ま
す
。

E
-co
re

さ
ん
の
シ
ー
ル
貼
り
作
業

自
転
車
等
保
管
所
業
務

エ
コ
・
パ
ー
ク
公
園
管
理

給
水
ス
ポ
ッ
ト
清
掃

就

業

体

験

記

就

業

体

験

記

写真右下が徳富会員

シルバーあきしま令和3年秋季号 令和3年11月1日発行



− 7 −

「
就
業
相
談
の
日
」
に

来
ら
れ
た
方
の
そ
の
後

皆
さ
ん
!
「
就
業
相
談
の
日
」
は
ご

存
じ
で
す
か
?　

会
報
「
い
ず
み
」
で

も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
毎
月
第
一
火

曜
日
午
前
9
時
30
分
か
ら
2
時
間
程
度�

セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室
に
て
、
担
当
理

事
2
名
で
お
仕
事
探
し
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

◦
保
育
園
の
立
ち
番
業
務

　

（
男
性
、
8
月
よ
り
就
業
開
始
）

◦
学
校
管
理
業
務

　

（
男
性
、
10
月
よ
り�

就
業
開
始
）

◦
放
課
後
子
ど
も
教
室
安
全
管
理
業
務

　

（
女
性
、
10
月
よ
り
就
業
開
始
）

新
任
委
員
自
己
紹
介

会
報
い
ず
み
の
編
集
に
携
わ
り
ま
せ

ん
か
と
の
お
話
を
受
け
、
自
分
と
し
て

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
昭
島
の

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
た
め
、
実

際
に
お
役
に
立
て
る
か
ど
う
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
広
報
委
員
を
引
き
受
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

職
業
柄
転
勤
が
多
く
一
時
的
な
昭
島

暮
ら
し
か
ら
、
定
年
で
よ
う
や
く
定
住

と
な
り
ま
し
た
。
お
い
し
い
水
と
自
然

環
境
、
住
む
人
も
素
晴
ら
し
い
昭
島
で

余
生
を
過
ご
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
人
生
の
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と

の
思
い
、
社
会
と
の
繋
が
り
を
持
ち
生

き
が
い
に
な
れ
ば
と
の
考
え
で
会
員
と

な
り
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
安
全
管
理

業
務
を
し
て
い
ま
す
。

会
報
が
皆
様
の
励
み
に
な
れ
る
よ
う

心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尾
形　

幸
雄

こ
の
度
、
広
報
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、

会
報
「
い
ず
み
」
の
編
集
に
携
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
佐
久
間
と
申
し
ま

す
。現

在
、
放
課
後
こ
ど
も
教
室
安
全
管

理
業
務
、
お
よ
び
広
報
配
布
業
務
に
従

事
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

組
織
等
に
つ
い
て
充
分
に
理
解
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
諸
先
輩
方
の

ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
、
徐
々
に
理
解

を
深
め
、
会
員
の
皆
様
方
に
お
伝
え
す

べ
き
情
報
や
参
考
と
な
る
よ
う
な
記
事

の
配
信
に
、
微
力
な
が
ら
尽
力
さ
せ
て

頂
く
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

佐
久
間　

健

座
右
の
銘

＊
一
生
感
動
、
一
生
青
春
＊

相
田　

み
つ
を　

「
世
の
中
に
は
、私
利
私
欲
の
た
め
に
、

他
人
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
目
的
を
達

成
し
よ
う
と
す
る
人
が
い
る
一
方
、
己

を
捨
て
て
世
の
為
、
人
の
為
に
尽
く
す

人
も
い
て
、
こ
の
よ
う
な
人
に
接
す
る

と
感
動
し
、
己
の
未
熟
さ
を
恥
じ
る
」

と
彼
は
書
い
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
共
感

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

人
が
感
動
す
る
も
の
は
沢
山
あ
っ

て
、
例
え
ば
今
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
た
ア

ス
リ
ー
ト
の
演
技
、
世
界
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
演
奏
等
々
枚
挙
に
い
と
ま
が

あ
り
ま
せ
ん
。

今
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
な
か
な

か
旅
行
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
旅
先
で
出

会
っ
た
出
来
事
や
、
景
色
に
は
感
動
の

連
続
で
す
。
ま
た
、
散
歩
中
に
ふ
と
目

に
し
た
道
端
の
小
さ
な
花
や
小
鳥
の
さ

え
ず
り
に
も
感
動
す
る
事
が
あ
り
ま

す
。何

事
に
も
心
の
目
を
開
い
て
感
動
す

る
心
を
大
切
に
し
、
一
生
青
春
で
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
久
間　

健

「就業相談 の日」「「就業相談 の日就業相談 の日」」
毎月第1火曜日
◇9：30～11：30 
 センター事務所 2階

※担当理事が相談をお受けします

板
示
掲

板
示
掲

シルバーあきしま令和3年秋季号 令和3年11月1日発行
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昭島の泉昭島の泉（いずみ）（いずみ）中神駅

給水設備
清掃

拝島駅

昭島駅
（給水設備清掃中）

東中神駅

給水設備清掃作業は昭島市より委託され、
シルバー人材センター会員が作業しています！！

お仕事にご興味のある会員さまは、事務局の望月まで
お気軽にお電話下さい。☎ 042-544-7060（ ）

シルバーあきしま令和3年秋季号 令和3年11月1日発行


